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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
新
時
代

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
１
１
Ｄ

【
作
者
名
】

　
ｒ
ｏ
ｂ
ｉ
＿
ｅ
ｖ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
１
２
年
、
日
本
で
未
曾
有
の
大
災
害
が
起
き
る
。
日
本
国
民
救
助
の
為
、

派
遣
さ
れ
た
国
連
軍
が
被
災
地
で
見
た
も
の
は
、
異
形
の
世
界
と
「
ヒ
ト
の
形

を
し
た
何
か
」
と
遭
遇
す
る
。
そ
の
後
人
類
は
新
技
術
「
魔
法
」
を
手
に
入
れ

る
が
魔
法
を
使
用
で
き
る
の
は
と
あ
る
独
裁
国
家
だ
け
で
あ
っ
た
。
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佐
藤
２
曹
の
語
り
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

今
か
ら
数
年
前
に
す
ご
く
大
き
い
災
害
が
あ
っ
た
。

２
０
１
２
年
の
日
本
国
に
お
け
る
富
士
山
噴
火
、
そ
れ
に
伴
う
大
地
震
。

こ
の
災
害
に
よ
り
中
部
・
関
東
は
壊
滅
。

２
０
１
９
年
現
在
で
死
者
行
方
不
明
者
数
８
６
３
万
４
１
８
９
人
。

被
災
地
一
帯
は
舞
い
上
が
る
粉
塵
に
よ
り
衛
星
ど
こ
ろ
か
航
空
機
で
さ
え
何
も

視
認
で
き
な
か
っ
た
。

国
連
は
、
救
助
、
偵
察
を
兼
ね
た
国
連
軍
を
被
災
地
に
派
遣
す
る
。

だ
が
、
彼
ら
は

「
ヒ
ト
の
様
な
形
を
し
た
ヒ
ト
で
は
な
い
何
か
」

と
遭
遇
す
る
。

現
地
で
何
が
あ
っ
た
か
は
一
兵
士
の
私
に
は
こ
の
程
度
の
情
報
し
か
知
ら
な
い
。

最
も
、
こ
れ
以
上
の
情
報
を
求
め
る
な
ら
ば
国
連
の
最
重
要
機
密
に
チ
ョ
ッ
カ

イ
を
か
け
る
事
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
の
俗
に
言
う
「
未
知
と
の
遭
遇
事
件
」
の
後
。

人
類
は
新
た
な
技
術
を
手
に
入
れ
る
。

そ
れ
は
何
か
？
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答
え
は
「
魔
法
」
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
技
術
は
、
と
あ
る
国
し
か
使
え
な
か
っ
た
。

そ
の
国
は
中
華
人
民
共
和
国
。

簡
単
な
近
代
史
を
語
ら
せ
て
頂
く
と

２
０
０
８
年
、
中
国
の
急
速
な
経
済
成
長
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後

バ
ブ
ル

一
気
に
 

崩
壊
す
る
。

は
じ
け
る

株
式
市
場
は
崩
壊
し
、
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
会
社
が

倒
産
し

都
市
に
は
失
業
者
が
あ
ふ
れ
か
え
り
、
治
安
は
悪
化
。

海
外
資
本
の
会
社
は
ど
ん
ど
ん
撤
退
し
て
行
く
。

元
々
貧
し
い
、
農
村
部
で
は
、
若
い
娘
が
連
れ
去
ら
れ
売
り
飛
ば
さ
れ
、
国
が

生
産
物
を
回
収
し
、
農
民
は
食
糧
を
失
っ
て
餓
え
に
苦
し
み

チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
は
、
独
立
要
求
が
暴
動
に
発
展
。

お
ま
け
に
、
 

中
華
民
国
が
中
国
政
府
内
に
大
量
の
工
作
員
を
仕
組
み

た
い
わ
ん

国
家
機
能
を
衰
弱
さ
せ
、
国
家
機
密
を
流
し
ま
く
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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国
内
だ
け
で
は
留
ま
ら
ず
。

中
国
系
の
海
外
企
業
も
次
々
と
倒
産
。

「
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｃ
Ｉ
Ｈ
Ｎ
Ａ
」
の
商
品
が
店
頭
か
ら
消
え

深
刻
な
物
不
足
に
各
国
は
陥
る
、
、
、

だ
が
日
本
は
違
っ
た
。

０
７
年
位
か
ら
の
日
本
政
府
の
裏
工
作
で
中
国
製
品
は
殆
ど
日
本
か
ら
駆
逐
さ
れ

農
作
物
の
主
輸
入
先
は
東
亞
諸
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
変
更
し
。

中
国
に
進
出
し
た
支
社
と
本
社
と
の
線
を
切
ら
せ
。

日
本
国
内
に
工
場
が
ポ
ン
ポ
ン
建
っ
た
。

そ
う
、
そ
の
お
か
げ
で
日
本
は
「
中
国
バ
ブ
ル
」
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
。

い
ま
や
世
界
の
工
業
製
品
は
「
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｃ
Ｉ
Ｈ
Ｎ
Ａ
」
で
は
な
く

「
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
が
支
配
し

尖
閣
諸
島
の
油
田
を
開
発
し
、
沖
ノ
鳥
島
は
突
然
異
常
隆
起
し
、
豊
富
な
地
下

資
源
が
確
認
さ
れ

経
済
、
資
源
、
所
得
、
な
に
も
か
も
が
潤
っ
た
。

「
経
済
二
流
」
だ
っ
た
日
本
は
世
界
市
場
の
独
占
と
い
う
経
済
の
王
座
を
奪
還

し
た
の
で
あ
っ
た

中
国
国
民
は
、
中
国
の
経
済
混
乱
に
乗
じ
、
経
済
王
国
と
し
て
復
活
し
た
日
本

を
強
く
恨
ん
だ
。

魚
釣
島
は
奪
わ
れ
、
、
、
沖
ノ
鳥
‘
岩
‘
は
沖
ノ
鳥
‘
島
‘
に
な
る
わ
、
、
、

経
済
は
支
配
す
る
わ
、
、
、

そ
ん
な
国
民
感
情
を
利
用
し
て
タ
カ
派
の
政
治
家
、
 

蘭
艶
沁
が
２
０
１
０
年
、

ラ
ン
エ
ン
シ
ン

政
治
を
握
る
。

タ
カ
派
政
治
家
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
の
政
治
手
腕
は
実
に
素
晴
ら
し
い
物
で
あ

っ
た
。

大
規
模
な
公
共
事
業
の
実
施
に
よ
る
失
業
者
の
削
減
。
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農
地
開
墾
に
は
奨
励
金
を
与
え
。
大
規
模
な
国
民
住
宅
を
建
設
。

社
会
主
義
の
原
則
で
あ
る
。
「
パ
ン
と
土
地
を
人
民
に
」
を
実
行
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
が
現
在
に
至
る
で
の
、
中
国
の
歴
史
で
あ
る
。

蘭
艶
沁
は
確
か
に
凄
い
、
た
っ
た
二
年
で
崩
壊
し
た
国
を
復
活
さ
せ
た
の
だ
。

ラ
ン
エ
ン
シ
ン

天
安
門
広
場
の
 

毛
沢
東
の
肖
像
画
は
降
ろ
さ
れ

マ
ォ
ツ
ェ
ン

蘭
艶
沁
の
肖
像
画
が
代
わ
り
に
あ
る
。

ラ
ン
エ
ン
シ
ン

だ
が
、
確
定
情
報
で
は
な
い
が
悪
い
噂
も
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
両
自
治
区
の
人
間
を
 

粛
清
し
ま
く
っ
た
と
い
う
噂
だ
。

し
ゅ
く
せ
い

そ
の
政
治
手
腕
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
思
わ
せ
る
粛
清
で

世
界
の
首
脳
か
ら
の
あ
だ
名
は
ヒ
ト
ラ
ー
を
皮
肉
っ
て
「
総
統
」
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ラ
ー

あ
の
‘
災
害
‘
も
、
も
し
か
し
た
ら
中
国
に
よ
る
核
攻
撃
と
言
う
論
も
あ
る
。

極
東
は
、
随
分
と
厄
介
な
所
に
な
っ
た
も
ん
だ
。
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佐
藤
２
曹
の
語
り
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
（
後
書
き
）

こ
れ
を
読
ん
で
く
れ
た
方
。

こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
く
と
は
大
変
恐
縮
で
あ
り
ま
す
。

作
者
は
中
二
の
為
、
駄
文
ｏ
ｒ
テ
キ
ト
ー
要
素
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
応
援
し
て
く
れ
る
方
々

私
が
１
０
０
兆
円
の
資
産
家
に
な
っ
た
ら
Ｐ
Ｓ
３
を
皆
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
ｗ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

新時代
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n8511d/

